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ネットワークアクセス可能なポータブルレポジトリの設計と実装

尾 崎 哲† 神 田 充†

嶋田 雄二郎†† 山 田 竜 也††

近年，携帯電話によるネットワークサービスや公衆無線 LANサービスのように，多くの情報に常
にアクセスできる状態でいたいという要望を満たすためのサービスが盛んである．これら多様な情報
を人間をの代わりに覚えておくための補助記憶装置（これをレポジトリと呼ぶ）の一例として，ユー
ザのメイルを収集，蓄積し，ネットワーク経由でユーザの望む装置へ提示する，小型装置の試作を行っ
た．この装置を持ち歩くユーザは，移動先の PC等でも常に通常と変わりない操作が可能であり，情
報の分散や整合性の確保を心配する必要がない．本報告では，本試作のソフトウェア設計と実装につ
いて述べる．

Design and Implementation of a Network Accessible Portable Repository

Satoshi OZAKI,† Mitsuru KANDA,† Yujiro SHIMADA††

and Tatsuya YAMADA††

Recently, network services through cellular phone and public wireless access becomes very
popular, which fulfills users’ and that they always want to be accessible to lots of informa-
tion. We have prototyped a small device as an example of auxiliary storage appliance called
“repository”, which holds lots of information the user accesses.

This repository fetches and stores the user’s Email then delivers to the any device he/she
wishes through the network. Therefore, if the user carries this repository, he/she can operate
the PCs on the remote site just the same way as usual and he/she need not care about the
distribution and synchronization of information.

In this paper, we will describe the software design and implementation of the prototype
portable repository.

1. は じ め に

近年，定額制のインターネット接続環境等にみられ

るネットワークインフラストラクチャの向上により，

飛躍的に多くの情報を容易に入手することが可能に

なった．これに伴い，多くの情報に常にアクセスでき

る状態でいたいと考える人が増えている．もちろん，

全ての情報を覚えておくことは困難であるから，人間

をアシストする補助記憶（これを本稿ではレポジトリ

と呼ぶ）を使うことになる．ネットワークアクセス機

能付携帯電話の普及や，PDAに使いそうな情報をコ

ピーして持ち歩く，といった行動は，このことを裏付

けるものだと思われる．
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ここで，レポジトリをどこに置くのか，という観点

からこの 2 つの例をみると，「ネットワーク上のスト

レージ」と「持ち歩く小型機器」，という 2つのシナ

リオを示唆しているのが興味深い．

前もって要りそうな情報を選択しコピーしておくと

いう，Palm や PocketPCにみられる Syncテクノロ

ジは，今までの技術水準では現実的な解であったが，

この手法は，選択するのに手間がかかる，何を選択す

べきか予想が付かない，という点で，扱う情報が増え

てくると破綻しがちである．

HDD，フラッシュメモリなどに代表されるストレー

ジ機器の性能の飛躍的な伸びとコンパクト化，また，

ADSL，ホットスポットなどに代表されるネットワー

ク帯域幅の大幅な増加とアクセス機会の増大を考える

と，どちらも進歩の激しい分野であり，一昔前の 3桁

増のスペックなど当り前の世界である．こうなると，

どちらのシナリオをとるにせよ，レポジトリに十分な

容量を確保し，選択しないで全ての情報をレポジトリ

へ入れてしまう，という手法が現実味を帯びる．
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この 2 つのシナリオは一長一短であるが，アクセ

スの容易さとコストの点から，今回は小型機器にレポ

ジトリを置いて全部持ち歩くシナリオについて検討し

たい．

良い例として，ポータブル音楽プレイヤーで「小型

機器にレポジトリを置いて全部持ち歩く」を実現した

のが，iPod9)，GIGABEAT10) といった HDD 内蔵

型プレイヤーだと考えられる．

さて，持って歩くとなると機器の大きさが問題にな

る．程度問題もあるが，小さい方が望ましい．一方，

情報に視覚的にアクセスするとなると，表示デバイス

の大きさが問題になる．こちらは基本的に大きい方が

望ましい．これを両立するために，近くにある大きな

表示デバイスと接続，連係するのがよいのではないだ

ろうか．

ポータブル音楽プレイヤーの例で言えば，普段は

ヘッドフォンで聴くが，オーディオケーブルでカーコ

ンポや家のステレオセットと接続することでより良い

環境で聴くことができるのと同じ考え方である．

レポジトリと表示デバイスは IPベースのネットワー

クで接続することを考える．USB，IEEE1394なども

接続方法の候補となるが，これらが PCベースあるい

は AV機器ベースなどハードウェアへの依存性が高い

のに対して，IPベースのネットワークならばハード

ウェア依存性が少ないこと，また，インターネット標

準の通信プロトコルを使って運用することで，異機器

間でのデータの相互運用性に優れることが期待できる，

といったことが理由である．

以上のような背景をもとに，本稿ではネットワーク

アクセス可能なポータブルレポジトリを提案する．

以下，2章で，レポジトリに蓄えるデータとしてメ

イルが重要であることを述べ，それに特化した「携帯

マイクロサーバ」の設計を記す．3章において実装手

法について述べ，4章で実験を通じて機能を検証する．

2. 携帯マイクロサーバの設計

メイルは今やメッセージの伝達手段であるばかりで

なく，それが蓄積されていくことで重要な資料となる．

会社の機器，自宅の機器，自分のモバイル機器といっ

た複数の機器で別個にメイルを受け取ってしまうと，

メイルが各機器に分散してしまう．メッセージを分散

させず，いつでもどこでも整合性の取れたメイルの運

用を行うには，オリジナルのメイルを持ち歩くことが

確実な方法である．一箇所のレポジトリにメイルを蓄

積することにより，必要なときに必要な資料を取り出

せるようになる．

POP Server

Desktop PCMobile Micro Server

The Internet

POP3 / APOP

IMAP4

ISP etc.

Local Network

図 1 携帯マイクロサーバにおけるメッセージの流れ：携帯マイクロ
サーバは ISP のメイルサーバに対しては POP クライアント
としてふるまい，メッセージを取得する．一方ユーザがメイル
を閲覧する MUAに対しては IMAP サーバとしてふるまい，
メッセージを提供する．

常に持ち歩き，必要な時には近くの PC の側に置

き，PCの広い画面上の使い慣れたメイルクライアン

ト (MUA, Message User Agent) でメイルを読み書

きする．そのようなメイル用のパーソナルレポジトリ

を実現する機器を，携帯できる小さなサーバというこ

とで「携帯マイクロサーバ」と呼ぶことにし，その設

計を試みた．

携帯マイクロサーバは，メイル専用端末や PDAの

ような外観のハードウェアで，内部に比較的大容量の

ストレージと外部との通信インタフェイスを持つ．

ユーザは，外出時には従来のメイル専用機器同様に

携帯マイクロサーバ単独で簡単な応答ができる．会社

や自宅では普段使っている PCと同じネットワークに

携帯マイクロサーバを接続して，PCからメイルの読

み書きをすることができる．

これを実現するため，携帯マイクロサーバには，次

のような機能を組み込む．

メイルを集める 携帯マイクロサーバはメイルサーバ

に対して POP1) クライアントとしてふるまい，

メイルを手元に集める．メイルサーバがファイア

ウォールの外にあるとき，携帯マイクロサーバは

SOCKS3)プロトコルを用いてファイアウォール

を越え，メイルサーバにアクセスする．複数のメ
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表 1 小羊ルータ ハードウェア仕様：小羊ルータは小型ながらも
PC/AT 互換のアーキテクチャのハードウェアであり，ソフ
トウェアの試作が比較的容易である．

寸法 93 × 91 × 30 (mm)

重量 316g

消費電力 3W (max 6W)

アーキテクチャ PC/AT 互換
CPU AMD Elan520 (Am5x86 133MHz 互換)

RAM 32MB

HDD IBM Microdrive (1GB), CF ソケット装着
I/F Ethernet Port (10BaseT) × 2

ステータス表示 LED × 1, 押しボタン × 1

シリアルポート (Dsub9pin) × 1,

CF Type2 × 1

表 2 主な利用ソフトウェア一覧：ソフトウェアの機能試作にあたっ
ては，いくつかのオープンソースソフトウェアをそのまま，あ
るいは一部に手を入れて利用した．

OS Red Hat Linux 7.112)

IPv6 Stack USAGI (2001/09/03 version)15)

SLP OpenSLP 1.0.416)

IMAP UW-IMAPD 200117)

SMTP sendmail 8.11.618)

IMAP before SMTP DRAC19)

イルサーバにアカウントを所持している場合は

次々と巡回アクセスしていき，各サーバに分散し

て届いているメイルを集める．

メイルの閲覧 携帯マイクロサーバは MUA に対し

て IMAP2)サーバとしてふるまい，内部に保管さ

れているメイルに対する閲覧などの操作を受け付

ける．

メイルを送信する 携帯マイクロサーバはMUAに対

して SMTP4)サーバとしてもふるまい，MUAか

ら送信されたメイルを受け取る．受け取ったメイ

ルは，特定の SMTPサーバに送るのではなく，宛

先に応じて DNSを引いて送り先サーバを決定し

送信する．これにより，送信先 SMTPサーバと

異なるネットワークに接続していると「SMTPリ

レー拒否」のため送信できない，という問題を回

避する．

Plug and Play 携帯マイクロサーバを近くのネッ

トワークにつないだ時，面倒な設定なしにコン

フィグレーションできる機能である．

3. 携帯マイクロサーバの実装

携帯マイクロサーバの機能を検証するため，ワイル

ドラボ社製小羊ルータ11) のハードウェアを利用して

実装を行った．小羊ルータのハードウェア仕様を表 1

に，主な利用ソフトウェアの一覧を表 2に示す．

小羊ルータは PC/ATアーキテクチャなので，ソフ

getmail
DynDNS
client
SLP

server

sendmail

State Watching
Functions

IMAP
server

SOCKS
server

DynDNS
server

SMTP relay
server

SMTP
server

Port Proxy
server

POP
server

Advertisement
module

Fetching
module

Sending
module

IMAP service
module

Trigger Trigger

Trigger

MUA

SLP
server

図 2 携帯マイクロサーバのモジュール構成：メイル取得 (fetch-

ing), 位置情報広報 (advertisement), メイル送信 (send-

ing), IMAP サービス (IMAP service) の 4 種類の機能モ
ジュールとそれらをコントロールする状態監視 (state watch-

ing) 機能モジュールから構成される．

トウェアは PC上の小パーティション上にインストー

ルし，これをマイクロドライブにコピーし，小羊ルー

タ上でブートさせる，という手順で組み込んだ．

IPv6 環境を完全にサポートするため，USAGI の

IPスタックを用い，OpenSLP等，既存のソフトウェ

アを IPv6対応に改造した．

SOCKSクライアント, POPクライアント, IMAP

クライアントの機能はRFCを元に独自に実装を行った．

モジュール構成を図 2に示す．網掛けの部分が小羊

ルータのハードウェア上に組み込む機能で，その外側

にあるのはネットワーク上の別のマシンに置かれる機

能である．メイル取得，位置情報広報，メイル送信，

IMAPサービスの 4種類の機能モジュールを，状態監

視機能モジュールがコントロールすることで全体を動

作させている．これらの機能モジュールはいくつかの

実行ファイルとスクリプトで構成される．それぞれの

機能モジュールについて個別に述べる．
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3.1 メイル取得機能

getmail POPもしくは IMAPクライアントとして

ふるまい，設定ファイルに記述されているメイル

サーバからメイルを取得する．SMTPクライアン

トとしてふるまい，取得したメイルを localhost

の sendmailに送出することで，ユーザのメイル

スプールに格納する．メイルサーバへの経路の途

中にファイアウォールがある場合，SOCKSプロ

トコルを用いてこれを越える．C 言語で独自に

実装．

3.2 IMAPサービス機能

UW-IMAPD UW-IMAPDを IPv6対応 inetd経

由で起動している．ユーザのメイルスプールにあ

るメイルをネットワーク上の IMAP クライアン

トに開示する．

3.3 メイル送信機能

sendmail sendmailを IPv6対応 inetd経由で起動

している．

resetsmtp 携帯マイクロサーバが接続しているネッ

トワークに応じて sendmail.cfを書き換えること

により，メイルの配送方法を適宜変更する．

slpcs SLP7)8) を使用し，携帯マイクロサーバが接

続されているネットワークで設定ファイルに記述

されたサービスが広報されているかどうかを調べ

る．シェルスクリプトとして実装．

getstatic ネットワークインタフェイスについてい

る IPアドレス情報を元に，設定ファイルに書か

れたそのネットワークの SMTPサーバを調べる．

C言語で実装．

IMAP before SMTP 携帯マイクロサーバがユー

ザ以外からの SMTP リレーを受け付けないよ

う，SMTPサービスを有効にするためには IMAP

での認証を済ませていることを確認する．UW-

IMAPDを修正して DRACを組み込むことで実

現している．

3.4 位置情報広報機能

ifup-local 広報する位置情報の更新を実行する．

mcinitを呼ぶシェルスクリプトとして実装．

mcinit SLP サーバで使用する SLP 設定ファイル

を更新し SLPサーバを再起動することで，更新

した位置情報を SLPでネットワークに広報する．

シェルスクリプトとして実装．

mc rwfile コマンドラインで渡された情報を基に

SLPサーバで使用する SLP設定ファイルを書き

換える．mcinitから使われる．C言語で実装．

SLPサーバ 携帯マイクロサーバが SLPで位置情報

を広報する際の SLPサーバとして OpenSLPを

IPv6 対応に修正したものを使用する．基本的に

は携帯マイクロサーバ内に内蔵するが，サイト内

に SLPサーバ置かれていれば，位置情報の広報と

共に，サイト内の SMTP中継サーバを携帯マイ

クロサーバ内の sendmailに知らせる役割も担う．

dnsupdate 携帯マイクロサーバのネットワークイ

ンタフェイスに付いた IPv6グローバルアドレス

を Dynamic DNS Update6) により DNS サーバ

に登録する．BINDの nsupdateを呼び出すシェ

ルスクリプトとして実装．

rtosol ネットワークに RS (Router Solicitation)パ

ケットを送出し，RA (Router Advertisement)パ

ケットを受け取ることで，接続したネットワーク

における IPv6アドレスプレフィックス情報を取

得する．C言語で実装．

3.5 状態監視機能

ifmond クライアントからの要求により，ネットワー

クインタフェイスに関する情報を提供する．C言

語で実装．

click 携帯マイクロサーバの押しボタンスイッチの

状態を監視する．製造元 (ワイルドラボ) 提供の

ソースコードを基に，押しボタンのクリック，ダ

ブルクリック，長押しの判別などを C言語で実装．

3.6 他のマシン上に設置する機能

MUA ユーザが利用するメイルクライアント．IMAP

をサポートしていればユーザの好みのものを利用

できる．実験では，Windows XP上のWinbiff13)

と Red Hat Linux 上の Sylpheed14) を利用した．

POP/IMAP server オフィスや ISP 上で提供さ

れる POP/IMAPサーバ．実験では UW-IMAP

およびこれに付属する POPサーバを利用．

PortProxy server SLPで通知される携帯マイク

ロサーバのアドレスを MUA に伝えるために用

いる．MUAのプログラムは必ずしもソースコー

ドが入手できるとは限らないため，MUAの設定

を動的に変更することは，時に困難である．そこ

で，SLPで携帯マイクロサーバのアドレスを入手

し，携帯マイクロサーバ上の IMAPや SMTPの

ポートを localhostにフォアワードするプログラ

ムmproxyをMUAを動作させるマシンと同じマ

シンで動かしておく．MUAの設定には localhost

を記述しておけばよい．C言語で実装．SLPのラ

イブラリを利用．

SOCKS server ファイアウォール越しにPOP/IMAP

サーバにアクセスする場合に使用．実験では，
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SOCKSの参照実装を IPv6に対応させたものを

利用．

SMTP (relay) server オフィスや ISP 上で提供

される SMTPサーバ．実験では sendmailを利用．

SLP server 必須ではないが，オフィスでのメイル

サーバのアドレスを提供することで，設定の自動

化が可能．実験では OpenSLP を利用．

Dynamic DNS server 必須ではないが，携帯マ

イクロサーバのアドレス変更を受け付けること

で，携帯マイクロサーバの現在のアドレスを広く

知らせることができる．

DHCP server オフィスや ISP 上で提供される

DHCP5) サーバ．IPv4だけをサポートするネッ

トワークでは，動的に IPアドレスを取得するた

めに DHCPサーバを利用する．IPv6をサポート

するネットワークでは，ルータが IPアドレスを

配布するため DHCPを使わずに済む．

4. 検証実験と評価

4.1 運用評価概要

携帯マイクロサーバを携帯し，遠隔ネットワークか

らメイルサーバに接続してメイルを携帯マイクロサー

バに取得し，携帯マイクロサーバに格納されたメイル

を同じ LANに接続したメイルビューア (PC)にて閲

覧するという実験と，メイルビューアから携帯マイク

ロサーバを経由してメイルサーバにメイルを送信する

という実験を行った．

4.2 実験 1: IPv6だけの環境

米国ミネアポリスで開催された 53rd IETFにおい

て，会場のネットワークを利用して携帯マイクロサー

バの運用実験を行った．この実験では，FQDN (Fully

Qualified Domain Name) による名前解決を行わず

に，IPv6だけのネットワークにおける携帯マイクロ

サーバの利用可能性を実験した．実験環境を図 3に

示す．

4.2.1 携帯マイクロサーバの設定

Dynamic DNSのサポートなしの実験のため，携帯

マイクロサーバとメイルビューア間は IPv6アドレス

を直接指定して通信した．

IPアドレスの設定 近隣のルータから RA (Router

Advertisement) を受け，自動設定である．実験

では，プライバシ拡張による IPv6 アドレスと，

IEEE EUI-64による IPv6アドレスの 2 個が付

与されたが，後者のアドレスだけを用いた．また，

このネットワークでは IPv4も利用可能であるが，

IPv4の DHCPを受信しない設定にする．

Mail Server (POP/SMTP)
mail.mobilecore.org

3ffe:517:0:25::a00/64

Name Server (DNS)
atom.wide.toshiba.co.jp

3ffe:501:100f:0:202:b3ff:fe8a:65e9/64

Mail Viewer (MUA)
2001:460:1:200:200:39ff:feed:1ea9/64

Mobile Micro Server
2001:460:1:200:230:f5ff:fe01:7600/64

The Internet

図 3 実験環境その 1：IPv6 の使える実環境の一つとして，IETF

会場の IPv6 ネットワーク環境を利用して実験を行った．

リゾルバの設定 Red Hat Linux ではルータからの

RA (Router Advertisement) を受けたときには

ネットワークインタフェースにアドレスを付与す

る動作だけを行い，ネームサーバの設定は変更し

ない．移動先でも移動前に使っていたネームサー

バを継続して利用する．移動先にもネームサーバ

は用意されていたが，ユーザの設定変更の手間を

省いた．

POPクライアントの設定 設定ファイル getmailrc

を記述しておく：

[DEMO]

mailserver=mail.mobilecore.org

username=ymd

password=hoge

*.mobilecore.org=DIRECT

この設定の意味は次の通り：
接続するメイルサーバ mail.mobilecore.org

メイルサーバのユーザ名 ymd

ユーザのパスワード hoge

mobilecore.org からは 直接接続
4.2.2 メイルビューアの設定

IPアドレスの設定 メイルビューア用の PCは RA

を受信して自動的に IPv6アドレスを得る．この

ネットワークでは IPv4 も利用可能であったが，

IPv4は使わない実験のため，IPv4の DHCPを

利用しない設定にする．

リゾルバの設定 名前による通信は行わないので設定

不要．

MUAの設定 MUA (Winbiff)のアカウントの設定

を図 4のように行った．ここで，デフォルトでは
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図 4 MUA (Winbiff) の設定画面．Winbiff は Windows 上で
動作するMUAで，IPv6に対応している．この実験ではサー
バ名の設定部分に IP アドレスを直接入力している．

図 5 MUA (Winbiff) のメイル閲覧画面．携帯マイクロサーバに
取り込まれたメイルがネットワーク経由でサーブされ，MUA

で正しく表示されることを確認した．

アカウント名が IPv6アドレスになってしまうた

め，適当な名称に変更する．IMAPサーバおよび

SMTP サーバのアドレスに携帯マイクロサーバ

の IPv6アドレスを入力し，メイルアドレスを設

定すれば完了である．

4.2.3 運 用

メイルの取得 携帯マイクロサーバの外部に付いてい

るボタンを 1回押す．

メイル閲覧 メイルビューアから携帯マイクロサーバ

に IMAP4で接続し，メイルが読めることを確認

（図 5）．

性能測定 携帯マイクロサーバがメイルサーバからメ

イルを取得するのにかかる時間を timeコマンドに

て測定したところ，約 14秒であった．なお，携帯

マイクロサーバからメイルサーバに対して ping6

Mail Server (POP/SMTP)
mail.mobilecore.org

3ffe:517:0:25::a00/64

Name Server (DNS)
atom.wide.toshiba.co.jp

3ffe:501:100f:0:202:b3ff:fe8a:65e9/64

Mail Viewer (MUA)
2001:218:4eb:0:200:39ff:feed:1ea9/64

192.168.0.6/24
Mobile Micro Server

2001:218:4eb:0:230:f5ff:fe01:7600/64
192.168.0.4/24

The Internet

ADSL Router
61.214.154.162

図 6 実験環境その 2：家庭のネットワーク環境の一例として，
ADSL 回線を利用した環境で実験を行った．

の 5回の平均は 322msであった．

メイル送信 Winbiff からメイルの送信を正常に行

えた．

携帯マイクロサーバの終了処理 携帯マイクロサーバ

を適切に終了するためには，サーバ側面のボタン

を 3秒以上押しシャットダウン処理を行わせる．

4.3 実験 2: IPv4, IPv6 混在環境

ここでは，IPv4, IPv6混在環境下で DNS Dynamic

Update を用いて携帯マイクロサーバのホスト名を動

的にネームサーバに登録することによって，携帯マイ

クロサーバに付与された IPアドレスによらずにアク

セスできるかを実験する．

4.3.1 携帯マイクロサーバの設定

リゾルバの設定 DHCPv4を有効にしていると Red

Hat Linux の起動時に/etc/resolv.conf を IPv4

のもので上書きされてしまうため，起動後に手

動で設定しなおす必要があることがわかった．こ

れは，dnsupdateコマンドを IPv6だけのアドレ

ス割当で動作するように修正するか，Red Hat

Linux の起動スクリプト中で/etc/resolv.confの

内容を上書きしないように修正することによって

解決する．

不正経路問題 携帯マイクロサーバでは起動時の初期

状態で IPv4のデフォルト経路に不正なものが混

入しているため，このままでは携帯マイクロサー

バ以外にデータを送信できない．この問題を解決

するためにデフォルト経路を削除する必要がある．

なお，IPv6に関してはこの問題は発生しない．

DNS Dynamic Update クライアントの設定 クラ
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イアント用の鍵 *.keyファイルと *.private ファ

イルを同じディレクトリに用意しておき，dnsup-

dateコマンドがこれを参照するように指定する．

4.3.2 メイルビューアの設定

IPアドレスの設定 Microsoft Windows XP は

IPv6 をサポートしているが，名前解決は IPv4

トランスポートによってしか行えないので，

DHCPv4で IPv4アドレスを設定する．インター

ネットに接続している ADSLルータにグローバ

ル IPv4アドレス (65.214.154.162)が付与されて

おり，それを NAPTによって 192.168.0.0/24の

ネットワークアドレスに変換している．

携帯マイクロサーバとは IPv6 で通信するため，

RAを受信し，設定された IPv6アドレスを使用

する．

リゾルバの設定 この実験では FQDNによって通信

するので，ネームサーバのアドレスを設定する必要

がある．実験環境は ADSLによってインターネッ

トに接続されており，ADSLルータ (192.168.0.1)

が名前解決を代行するため，メイルクライアント

のネームサーバの設定は DHCPv4によって自動

設定される．

メイルクライアントの設定 IMAPサーバのアドレス

と SMTPサーバのアドレスとして携帯マイクロ

サーバの FQDNを指定する．その他のアカウン

トの設定は実験 1と同様である．

4.3.3 運 用

4.2.3と同様に運用を行い，結果も同様に，アドレ

スの取得，メイルの受信，閲覧，送信が問題なく動作

した (図 5)．

4.4 その他の構成での実験

実験 1, 2 の他に，MUAとして sylpheed を利用し

た実験，SOCKSを使ってファイアウォール越しにメ

イルを取得する実験，SLPを用いて携帯マイクロサー

バのアドレスを取得し port proxy によって MUAへ

仲立ちする実験，などを行い，設計通りの動作を確認

した．

4.5 考 察

実験後，我々は実際に携帯マイクロサーバを生活用

のメイルアカウントに対して適用し，使い勝手などに

ついて意見を集めた．挙がった項目と，その対応案を

示す：

セットアップが面倒 リモートログインしてテキスト

ファイルの設定ファイルを書きかえるのは難しい

→Web経由など，設定用 UIを作り込む

デバックが困難 設定が誤っていた時，なぜ動作しな

いかの原因がわかりにくい→設定用 UIで入力値

のチェックをする．Web経由で動作ログをとれる

ようにする

さらなる自動化 ボタンを押さずにすませられないか

→ネットワークインタフェイスを自動でセンスし

リンクの up/downを検知して動かす

小型化 本気で持ち歩くならもっと小さくないと→本

試作のハードウェアは既存の物の流用．製品にす

るなら小さく作り込むなり，PDAや携帯電話の

一機能として組み込むなど工夫する

電源 電源をつながなければならないのは手軽さをス

ポイルする→充電池を内蔵し，クレイドルで充電

するなど工夫する

無線 近くに置くだけで済むようにネットワークを無

線にすると便利かも

補助プログラム 携帯マイクロサーバのアドレスを自

動的に知るためにMUA側にプログラムを入れる

必要があるが，他人の PCにインストールするの

は困難→ IMAPだけでなく WebMail のインタ

フェイスを設けWebブラウザから閲覧する

メイル以外 メイルだけでなく，Webキャッシュなど，

ポータブルレポジトリとして汎用性を高めるとよ

いかも

5. ま と め

ネットワーク接続可能なポータブルレポジトリの一

例として，携帯マイクロサーバを設計，実装し，IPv4

および IPv6 ネットワーク環境下においてほぼ設計通

りの動作を確認した．

携帯マイクロサーバは，次のような特徴を持つ：

メイル情報を一元管理 携帯マイクロサーバは会社や

自宅のメイルアカウントを一括で管理する．携帯

マイクロサーバさえあれば，複数のアカウントの

メイルにいつでもアクセスできる．

その場の環境を活用 近くに PCがあれば，PCから

携帯マイクロサーバを操作できる．PCの持つ大

きな表示画面や使いやすいキーボードが活用でき，

使い慣れた MUAが使える．

同期作業なしで整合性確保 携帯マイクロサーバ内に

は常にオリジナルのメイルデータが入っており，

これを持ち歩くため常に最新の情報を操作できる．

同期作業は必要なく，コピー同士の整合性に気を

使う必要がない．

簡単アクセス 面倒な接続設定は一度だけ．様 な々ネッ

トワークを渡り歩いても自動で認識し設定を切り

替える．メイルサーバへの経路にファイアウォー

研究会Temp 
 

研究会Temp 
－77－



8

ルがあれば乗り越える．

高度な相互運用性 携帯マイクロサーバはインター

ネット標準プロトコルを使用．データの互換性

の問題に悩まされることがない．標準をサポー

トしているアプリケーションであれば，ベンダー

やプラットフォームに関わらず使い慣れたアプリ

ケーションが使える．将来にわたってメイルデー

タのポータビリティを確保する．

一方，実際に実装および実験を行った結果，いくつ

かの問題点も明らかになった．今後の課題は，これら

の問題点を解決するとともに，機器の小型化，あるい

は，携帯電話や PDAといった実際に持ち歩く機器に

この機能を内蔵すること，メイルに限らず，ユーザが

処理する様々なデータに対応すること，などが挙げら

れる．
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